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一
九
六
二
年
大
阪
歯
我
大
学
卒

業
ｃ
愛
無
学
院
大
学
動
数
授
、
岐

阜
箇
科
大
学
教
授

（小
児
歯
科
学

講
座
、　
一
九
七
七
～

一
九
七
九
）
、

そ
の
後
広
島
大
学
歯
学
部
離
属
病

饒
長
及
び
同
大
歯
学
部
長
。
ｉ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
年
五
月
、
朝
日
大
学
副
学
長

に
就
任
し
た
の歯
学
博
と
。

一
月
二
汁
五
日
い
に
開
催
さ
れ

た
理
事
会

で
感
、
学
長

・
翻
写
長

ほ
か
、
各
学
部
長
及
び
各
研
究
科

装
の
選
任
が
行
わ
れ
た
◇

誓
戒
元
年
四
月
か
ら
、
四
期
十

二
年
学
長
を
勤
め
た
始
越
正
也
氏

の
後
任
に
、
昨
年
二
月
か
ら
醒
学

長
に
就
任
し
て
い
た
長
坂
信
夫
氏

を
全
会

一
致
で
選
出
。
長
坂
新
学

長
は
昭
森
五
十
二
年
か
ら
一

妓
阜
歯
科
大
学
小
児
歯
科
学
議
座

教
授
の
経
歴
を
持
ち
、
そ
の
後
広

島
大
学
に
赴
任
、
同
大
学
の
歯
学

部
長
を
勤
め
、
昨
年
二
月
同
大
を

学校法人朝自大学におlす る役職着等の選任について

学
校
法
人
朝
日
大
学
理
事
会
は
、　
一
月
、
二
月
の
理
事
会
で

平
成
１３
年
度
四
月
か
ら
任
期
の
始
ま
る
☆
笙

役゙
職
者
を
決
定
し

た
。
新
学
長
に
長
坂
信
夫
副
学
長
を
選
任
◎
斎
学
部
長
に
な
、

着
臨
幸
雄
貯
属
熔
曝
長
の
就
任
が
決
ま

つ
た
。
（長
坂
新
学
長
就

任
の
こ
と
ば
は
第
２
面
、
新
役
職
者
の
横
顔
は
第
６
面
に
。）

選
官
し
た
。
ｉ
た
、
学
生
部
長
に

大
島
等
経
営
学
部
教
授
、
曖
書
館

長
に
歯
学
部
長
の
藤
井
輝
久
教
授

が
、
後
任
の
歯
学
部
長
に
は
岩
朧

幸
羅
焉
屋
獲
焼
長
が
や
感
兜
蚕
本

一
致
で
選
任
さ
れ
た
。
学
生
聾
長

に
選
任
さ
れ
た
大
鳥
等
教
授
は
、

健
康

・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
領
基
◇
親

分
肌
ｒ
兵
放
撮
牽

性
袴
は
、
学

生
達
か
ら

一
畷
お
か
れ
る
兄
費
分

的
な
存
在
。
学
生
の
厚
生

・
補
導

を
担
当
す
る
に
は
う

っ
て
つ
け
の

人
材
で
あ
り
、
ま
さ
に
通
材
適
所

の
起
用
と
で
え
よ

孔ゝ

法
学
懇
長
、

法
学
研
究
科
長
に
は
三
原
憲
〓
教

授
が
箪
往
９
家砦
畢
藝
長
は
療
田

輝
男
教
授
が
留
任
、
秋
丸
春
夫
経
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]l亨属病院長 倉知 正熟 歯科衛生士事 F弓学校長 耳児 徳子

羞科臨床研究所長
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モ
畢

研
祭

営

あ

後
仕
た
も
同
学

部
長
が
就
径
し
、
こ
れ
で
法
学
、

経
営
学
及
び
歯
手
の
三
学
部
長
が

研
究
科
長
を
業
務
す
る
こ
と
と
な

つ
た
。
こ
れ
は
、
本
学
大
学
院
の

各
研
究
科
が
、
い
わ
ゆ
る
独
立
大

学
院
で
は
な
く
、
学
部
を
基
礎
推

置
く
も
の
で
あ
る
以
上
む
し
ろ
当

然
の
こ
Ｌ
と
で
え
さ
孔

続
い
て
、
一
一月
二
十
二
層
∩
の
理

事
会
で
、そ
の
他
の
客
役
職
者
が
選

任
さ
れ
た
。歯
学
部
長
億
就
任
が
決

ま
っ
た
岩
角
幸
雄
教
授
の
後
任
の
附

属
病
院
長
に
は
、倉
知
正
和
歯
学

部
教
授
が
選
任
さ
れ
、
Ｐ
Ｄ
ｌ
歯

科
臨
床
研
究
所
長
も
業
務
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
又

日ゝ
病
院
長
を
補

彼
す
る
副
病
院
長
に
は
、渡
辺
答

雄
歳
学
部
為
科
学
講
座
教
授
及
び

園
村
康
夫
歯
学
都
小
児
憮
科
学
議

座
教
授
が
就
径
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
外
、
経
営
学
科
長
に
丹
下

博
文
教
授
、
情
報
荻
育
研
究
セ
ン

タ
ー
長
に
は
、
副
セ
ン
タ
再
長
の

振
谷
雄
二
荻
授
が
暑
遅
。
コ
腔
科

霙

周
斃

贅

に
疑

筵

教

授
が
選
任
さ
れ
た
。
決
定
τ
た
大

学
校
職
者
は
別
表
の
と
お
り
。

○
『奉
は
名
の
み

の
風
の
審
一芝
。

こ
の
詩
の
Ｌ
お
り

３
月
半
ば
と

い
う

の
に
雪
も
降
る
し
、

風
も
冷
た
い
。
支

字
ど
お
り
春
い
ま
だ
し
の
感
が

あ
る
。
日
本
の
政
治

・
経
済
社

会
も
巌
祭
鶏

で
あ
る
。
我
々
庶

民
に
と
つ
て
物
価
が
安
い
の
は

歓
遵
す
べ
き
こ
と
と
思
っ
て
い

た
が
、
手
放
じ
で
喜
ん
で
も
い

ら
れ
な
い
ら
し
い
。
デ
フ
レ
ス

パ
イ
ラ
ル
で
あ
る
。
物
を
安
く

売
る
か
ら
企
業
の
収
益
が
落
ち

る
。
収
益
が
落
ち
れ
ば
従
業
員

の
賃
金
を
下
げ
る
。
又
は
リ
ス

ト
ラ
を
行
い
人
作
費
を
一た
縮
す

る
。人
々
は
将
来
の
生
活
不
安
、

防
衛
の
た
め
貯
蓄
に
励
み
物
を

買
わ
な
い
。
物
が
完
れ
な
い
か

ら
企
業
ほ
さ
ら
に
安
莞
り
せ
ざ

る
を
得
な
い
。
か
く
し
て
大
恐

慌
と
あ
い
な
る
。
昔
は
こ
うつ
い

う
状
況
を
打
被
す
る
た
め
戦
争

が
起
き
た
。
い
や
惹
き
起
こ
し

て
来
た
。
今
は
人
類
の
叡
知
が

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
許
さ
な
い
。

大
学
や
高
校
な
ど
教
育
界
に
も

同
様
の
状
況
が
訪
れ
て
い
る
。

需
要

（就
学
者
人
コ
の
落
ち
込

み
に
よ
る
）
の
減
少
。　
一
方
で

は
数
年
前

の
第
二
次

べ
ど
，

ブ
ー
ム
対
策
の
た
め
の
定
貝
枠

篠

給
遇
空

が
残

っ
て
い
る
。

何
か
コ
万
り
」
を
作
っ
て
需
要
を

喚
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

はなみずき
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◇
…
　
平
成
十
三
年
題
月

一
ョ
か
ら
胡
憲
大
学
学
長
に
就
任
‥
◇

◇
・，す

る
長
坂
信
夫
副
学
長
に
、
学
長
就
任
に
あ
た
っ
て
の
…
◇

◇
・・決
意
を
聞
い
た
。
二
十

一
世
紀
最
初
の
学
長
と
な
る
、
…
◇

◇
…
氏
逸
身
の
こ
Ｌ
ぼ
で
執
営
晶
一
い
を
器
っ
て
も
ら
つ
た
。
…
◇

構
成
員
の
中
に
は
、
自
分
本
位
で

大
主
ラの
農
上
に
仝
筋

緊
姿

つ
協
力

も
示
さ
な
い
も
の
も
い
る
と
開
い

て
い
ま
す
。
大
学
に
お
い
て
は
、

必
要
と
す
る
も
の
重
視
の
体
制
を

と
ら
な
け
れ
ば
、
大
学
の
躾
壊
に

素
が
り
ま
す
。
各
企
業
や
大
学
は

リ
ス
ト
ラ
の
時
魏
に
入
り
、
回
公

私
立
大
学
と
も
に
余
分
な
費
痛
、

人
材
を
潮
波
し
、
効
率
重
視
の
シ

ス
テ
ム
が
取
り
入
れ
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
本
入
学
祟
局
に
お

い
て
も
、
現
実
に
そ
の
時
期
が
来

て
お
り
、
そ
れ
な
り
の
対
策
を
老

たヽ
、
靭
周
大
学
の
教
育
、
運
営
を

試
み
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
皆

さ
ん
の
力

＼^

こ
の
危
機
の
時
鶏

を
持
ち
堪
え
、
朝
ヨ
大
学
の
向
上

発
展
の
た
め
に
尽
力
を
お
願
い
す

る
次
第
で
す
。
′
一う
か
、
よ
り

一

層
の
せ
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご
今
碁
披

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

選
手
に
選
ば
れ
た
八
幡
工
基
禄
稼

の
倉
題
善
行
君
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
に
は
県
立
岐
阜
商
業
高
校
バ

レ
ー
都
の
キ
ャ
プ
テ
ン
で
エ
ー
ス

ア
タ
フ
カ
ー
と
し
て
春
の
高
校
バ

ン
ー
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
団
体
で

活
耀
し
た
増
元
真
一
．君
９
卓
球
部

に
な
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
団
体
３
往
、

国
体
３
位
と
金
目
大
会
で
優
秀
な

成
績
を
上
げ
た
富
田
高
校
の
射
揚

建
淋
理
子
さ
ん
、
こ
金
さ
ん
な
ど
、

多
数
の
布
望
選
手
が
入
学
す
る
。

本
学
は
大
学
の
活
性
化
を
目
指

し
て
、
課
外
活
動

へ
の
支
援
を
強

化
し
て
お
り
、
特
に
硬
式
野
球
、

ラ
グ
ビ
ユ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ

ン
ー
ボ
…
ル
、
相
撲
、
卓
球
に
つ

い
て
は
、
強
化
種
ｇ
に
指
定
し
、

毎
年
有
望
な
選
手
を
確
保
し
て
い

る
。
ま
た
、
来
年
度
か
ら
は
女
子

柔
道
も
強
化
種
目
に
加
え
る
こ
と

と
な
り
、
こ
れ
ら
ク
ラ
ブ
の
浩
躍

に
よ
り
大
学
の
活
性
化
が
期
待
さ

れ
る
。

今
年
入
学
す
る
各
ク
ラ
ブ
の
有

望
選
手
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
っ

２．
世
紀
の
募
明
妙
に
際
し
、
穣

癬
大
一７
は
、
何
主τ
考
え
、
何
を
用

綸
に
し
て
い
く
か
、
今
ま
で
の
蹴

成
事
実
を
故
め
て
見
直
し
、
新
し

い
ど
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、
大
手
の
発

疑
と
向
上
に
職
員

一
魔

一
九
と
な

↓
て
突
き
進
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

と
の
世
紀
は
、
４希
望

の

世
苺
汚
縫
体の
世
歴
一地

球
の
壮
だ
」
そ
し
て

一入

閣
の
世
紀
」
Ｌ
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
一人
間
の

世
紀
」
が
憲
味
す
る
Ｌ
こ

ろ
慰
教
育
を
見
直
す
こ
と
、

雪
本
に
お
け
る
教
育
の
改

革
と
改
善
と
で
！

」と
で

あ
り
ま
す
。
我
々
教
育
爆

携
わ
る
者
と
し
て
、
こ
の

大
き
な
時
代
の
変
化
の
中

で
、
現
構
点
の
教
育
を
ど
う
す
る

か
捺
討
を
重
ね
、
一黎
莉
で
効
率
約

な
教
育
方
針
に
基
づ
き
、
朝
日
大

学
が
社
会
任
採
た
す
使
本
ザ
く〓役
割

に
つ
い
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
こ

と
を
少
子
化
お
よ
び
三
Υ
時
代
の

‐■
、
現
等
点
の
大
き
な
波
に
適
合

し
て
い
く
た
め
、
早
急
控
検
討
す

学長就任に臨んで る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
時
券
は

一
宛
も
待

っ
て
な
く
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
５
年
簡
で
、
憑
本
の
各
大
学

の
考擁
複
が
決
ま
る
Ｌ
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
安
紅め
、
密
公
整
ィヽ́

大
手
と
も
、
豊
分
の
大
学
の
生
き

残
り
を
か
け
て
、
大
学
改

革
、
教
育
改
革
に
文
字
ど

お
り
心
虚
を
注
い
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
我
が
朝

日
本

写
″一
お
い
て
も
、
こ

の
２
１
３
年
で
学
れ
に
魅

力
の
あ
る
大
学
の
実
施
体

制
に
入
ら
な
け
れ
ば
他
大

学
お
よ
び
日
本
行
政
か
ら

置
き
去
り
に
さ
れ
る
か
、

翡
鋲
す
る
こ
と
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

誰
し
も
が
、
ま
さ
か
適

分
の
と
こ
ろ
な
そ
の
よ
う

な
こ
と
は
な
い
と
議
で
今
″で

し

‘ぇう
。
そ
れ
は
実
に
甘
い
考
え

で
す
Ｑ
ま
ず
豊
分
の
大
学
か
ら
、

自
分
の
部
考
か
ら
早
急
に
厩
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
そ
れ

二
魔
二
十
二
磨
岱
に
開
徐
さ
れ

た
護
議
員
会
の
痛
上
、
宮
用
徳
理

豊
長
が
、
閣
月

一
国
か
ら
讐
長
に

競
徐
す
る
長
坂
信
夫
副
学
長
を
全

評
議
員
に
紹
介
。
用
副
事
長
か
ら

挨
拶
が
あ
り
、
全
評
議
員
か
ら
激

励
の
熟
手
を
浴
び
た
９

評
議
員
会
後
、
岐
阜
市
内
の
本

テ
ル
で
行
わ
れ
た
懇
貌
会
で
は
、

始
越
工
也
讐
長
と
長
坂
副
学
長
の

新
胴
学
長
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
。
般

越
学
長
の

「長
い
よ
う
で
短
い
十

二
年
間
だ

っ
た
◆
志
願
者
が

一
万

人
を
超
え
る
持
鐵
が
数
年
統
い
た

こ

よ

、

事
務
職
員
に
至
る
ま
で
、
朝
磐
大

学
の
存
続
の
た
め
に
、
ま
た
、
絶

大
】丁
τ
リ
ー
ド
す
る
大
学
＞
」な
る

意
欲
と
掌
行
力
が
必
要
な
の
で
す

握手を交わす藤井 (右 )、 岩山
新旧歯学部長

今
年
も
将
来
の
滞
躍
が
期
待
さ

れ
る
多
数
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
、

先
に
行
わ
れ
た
特
別
選
抜
入
試

（ス
ポ
ー
ツ
活
動
）
に
合
格
し
、

入
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
６

覆
式
野
球
部
に
な
、
２
年
生
春

の
県
大
会
で
準
優
勝
し
、
東
海
大

会
に
基
場
し
た
岐
阜
総
今
学
躍
高

校
の
森
井
健
太
君
（投
手
）。
ラ
グ

ど
―
フ
ツ
ト
ボ
ー
ル
部
に
は
大
型

こ
と
も
あ
り
、
総
然
釣
だ
い
い
時

３
番
プ
ロ
ッ
プ
と
し
て
滋
賀
進
抜

期
に
球
マ長
職
に
あ

つ
た
と
一言
望

」

と
が
で
き
る
。
宮
騒
避
事
長
と

一

緒
に
行

っ
た
準
鷹
、
メ
キ
ン
コ
な

ど
の
外
国
姉
妹
校
の
訪
誨
が
搬
く

印
象
に
残

っ
て
い
る
ｃ
理
事
の
方

々
や
支
援
し
て
く
れ
た
各
位
に
心

か
ら
感
謝
し
た
い
。」
と
挨
拶
が
述

べ
ら
れ
る
と
出
席
者
か
ら
盛
大
な

ね
ぎ
ら
い
の
指
手
が
送
ら
れ
た
。

統
い
て
鐘
上
に
立
っ
た
長
坂
副
学

長
と
の
経
手
が
行
わ
れ
る
と
さ
ら

に
盛
大
な
推
手
が
濠
質
】溶
こ
つ
た
。

続
い
て
、
藤
井
輝
久
歯
学
部
長

と
岩
歯
幸
雄
附
属
病
院
長
の
新
購

歯
学
部
長
が
挨
拶
。
藤
井
蘇
学
部

長
か
ら
は
謝
辞
＞
∈岩
触
新
学
部
長

へ
の
激
励
。
を
曲
氏
か
ら
は
藤
井

氏
へ
の
心
か
ら
の
な
ぎ
ら
い
の
言

葉
と
決
意
表
明
が
あ
り
、
そ
の
後

画
氏
が
壇
上
で
ガ
ン
チ
リ
と
撮
争
。

全
評
議
員
か
ら
機
手
で
遊
え
ら
れ

た
。

硬 式 野 球

麗
踵
雷
轟
閣
憂
隔
詈

ク ラ ブ 名 学 科 氏  名― 学

穫 式 野 球 法 森 井 健 太 興立 (岐阜県) 岐阜総合学 園

石更 式 野 球 法 魔 崎   聖 私立 (長野県) 食燕上蕉女事部電信州
=箕

硬 式 野 球 法 泰 下 秀 樹 私立 (二重県) 重

法 坂
'と

啓 志 私立 (二重果) 電

霞 矛式 野 球 経   営 llネ 晃 私立 (滋賀県) 逓 江

硬 式 野 球 経   営 白 非 裕 貴 手ム立(登知県〉 社 落

願 式 野 球 経   営 章 蟹 泰 裕 私立 (愛去O県 ) 塞 躍 大 谷

硬 式 野 球 経   営 中 村 裕 次 県立 (二重県) 明 野

種 式 野 球 経   営 堀 江 純 平 1/A立 (講爾県〉 静 済 二 美
硬 式 野 球 経   営 増 国  晟け 私立(費無県) 大 同

ラグビーフットボール 法 助 国 賢 次 私立 (大窓受府) 近畿大学附属

ラグビーフットボージレ 法 笠 姜 真 哉 市立 (鮫阜県) 関  商  五

ラグビーフットボール 法 唐 澤 太 段る 溝立 (大阪府) 東 住 吉 工 業

ラグビーフットボール 法 水 野 政 構 市立 (京都府 ) 伏 見 工 美

ラグビーフットボール 経   営 谷 [=勇 人 雰/再立 (大阪府) 大 阪 れ 蔭

ラグビーフットボージレ 経   営 高 橋 和 也 県立(長野祟〉 翔 谷 工 業
ラグど―フットボール 経   営 強 岡 歓 仁 纂立 (三重県 ) 朝 胡

ラグど―フットボール 情 1長 管理 倉 懸 善 行 県立 (泳賀県〉 八 嬢 工 業

ラグど―フットボール 桟報管理 三 宅 大 介 私立 (大脈府) 櫓 原

ラグど―フットボール 情章三管理 錮 坂 場 二 私立 (奈良県〉 天 理

な目 撲 法 国 中 裕 章開 私立(北海道) 旭 'II 竜 谷
蒼露 撲 経   営 曲 方 大 輔 県立(福厠県) 朝 倉 農 業

な露 接 経   営 永 をムA繁 雄 県立 (福岡県) 朝 倉 農 業
バ レ ー ボ ー ル 法 北 村 健 太 菊立 (岐阜県) F矢巧  議  エ
バ レ ー ボ ー ル 経   営 婚 元 真 二 集立 (腋阜纂) 苺夕 卓 商 業

バ レ ー ボ ー ル 経   営 後 藤 大 輔 纂立 (岐阜県) 歯葬 撃 商 業

卓 球 経   営 射場曲麻理子 フ、立(娘阜県〉 田

卓 球 経   営 王 全 私立 (岐阜県〉 国

遺 構幸綴管理 藤 サ11手 江 美 私立 (歯寛掌県) 鶯 谷
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一爵
校
生

に
大
学
教

育
に
触
れ

る
機
会
を

提
供
し
、

将
来
の
進

路
選
択
に

役
ま
た
せ

て
も
ら
い

ま
た
、
競

一九
の
点
重
寸

華
校
と
の

連
携
を
密

に
し
、
暴

外

へ
の
挙

生
流
錦
を

く
い
止
め
井
体
と
の
を
た
か
ら
、

平
成
１３
４
４
月
か
ら
近
燐
の
一申望
言

学
校
へ
の
建
祭
義
を
空
？
と

と
し
た
。

講
師
は
、
全
学
の
教
員
に
協
力

を
お
願
い
蕉
ン、
開
設
菫
勅
は
ガ
隼

で
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
。
授
業
の

テ
ー
マ
燃
、
健
康
・傑
健
、
社
会
・

経
済
、
器
学
、
情
熱
関
盗
生すと
多

妓
に
二
っ
て
い
る
。

今
後
、営
坤
校
訪
周
、
本
イ
ム
ペ
ー

ジ
等
を
使

つ
て
空

理

巨

凌

揮
茶

角
し
、
日
程
調
整
を
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

現
在
予
定
さ
れ
て
い
る
講
報

授
業
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り
。

情報

外部派遣講師の講義テーマ

健康・ f黒健

社会

英語

そ

平
成
蒟
年
星
愚筆
学
校
人
学
者

か
ら
の
「情
譲
」
「福
祉
卓
の
科
Ｈ

新
魏摯
た
讐
２
警
轟
買
免
静
法

等
の
一
蔀
改
正
に
伴
い
、
一身
葺
学

校
数
論
の
免
許
教
科
と
し
て

一情

泌

肩

羹

臣

覆

埜

冒

祉

実
羽
工

が
薪
設
さ
れ
る
こ
と
Ｌ
な

っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
大
学
に

お
い
て
、
平
成
１３
年
度
よ
り
免
許

教
碁
と
し
て
当
該
教
科
を
新
設
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
本
学
に

お
い
て
も
、
新
た
在
、
経
営
学
部

構
謙
管
翠
学
科
に

要
曇
年こ
Ｔ
校
教

諭

一
種
免
許
状

企悟
鬱

蝶
の
所
要

資
格
を
得
さ
せ
る
た
め
の
課
程
認

を缶
需
を
翡
年
９
月
２７
理
に
行
い

こ
の
度
認
耳
さ
れ
た
９

．
月
３。
日
錆
、

本
学
５
号
徳
１
階

学
生
ホ
，
ル
に
お

い
て
、
本
箋
望
７

年
の
主
催
す
る
餃

子
パ
ー
テ
イ
ー
が

開
か
れ
た
。
今
題

の
パ
ー
テ
ィ
ー
を

主
健
し
た
の
は
、

現
在
経
営
学
部
に

籍
を
お
く
効
息
煮
生

亜
名
。
当
日
は
、

年
前
中
か
ら
学
ぬ

こ
の
認
町
に
よ
り
、
本
学
に
お

い
て
は
、
従
来
の
中
学
校
教
綸

一

筆矮
諦
状
径
金
、
昔星
尋
稔
教

諭

一
種
免
詐
状

（地
理

・
姪
史
）
、

一最
寺
７
穣
教
諭

一
種
免
許
承

（公

民
）ゝ
蔦
等
学
校
教
諭

一
種
免
許
状

（商
業
）
に
加
え
、
新
た
に
高
等

学
校
教
諭

一
種
免
講
状

（情
報
）

氏 名 授業テーマ

法人参与
踏越 玉也 食習慣と学習効果

歯学喪5
教授 永

歯学を学
療 國央 歯碁インプラント治療

歯学吉B 歯学凄
教授 渡辺 郁ナ渡 筵療増進とこ押黄司わること

歳学部 歯学や,
教授 閣織 康夫

鯉満とそしゃく
―よく噛むこと,よ肥満予防に機係一

歳学部
教授 小

雷学科
チII 無彦

隠の中の彼生鯵たち

歯学部 歯学科
教授 蔑井 良招 為田子こもがんができます

歯学部 迷l学科
助教授 飯沼 発生 歯の蒙央、韓食と

―を化イナE迄

歯学部 歯学科
助手 曲本 浩代 性ザ内

‐
の感染と予防

教職課程センター
ヨカ教授 投石 保広

ス トレスとス トレスマネージメン ト

心理学入Fヨ

氏 名 授業テーマ

糖歯■部 経営学呑
イズ技 大井 正浩 コンピュータ都F尋章こ働く人々

経営学部
教授
指報管理学荘
板谷 方准二

マルテメディアト爵報処理入閣一パツa
ン
`よ

音英や美術が得意 ?一

程管学部 輔義管理学看孝
教授 富
':1 

霞広
企業と社会にお;す るコンピュータ活用
法 (実観を中心子こして)

経営学郡
勤タチ文授

情報管
尋晨書番
理学科
徳秀

要ンぜュータのブElグラミング入P9

経営学部 情報管理学料
講需頭 佐納 震治 人と言語の試み

氏 名 綬柴テーマ

経営学部 維曽学科
助教授 機本 良明 自然の仕玄最み一―糖生回復のはなラ

暑さ,寒さと温度計の,ま なし氏 名 授業テー守

法学言6 法学科
教授 三原 憲三

少年あE翠・サ露行(府,現状と対策
学校肉暴力・いじめについて

経営学部 経営学番
教授 原騒 簿異 国際孝主会での人付き合い

経営学部 経営学審
教授 4羮ととl ttE二

生産著 (企業)と消費者につしヽて

日本文化とアメリカ文イと

経営学部 経営学
=孝教授 国澤 英雄 楽しtヽ経営学

経営学部 構単,管ナ寧学科
教授 鈴本  治

マルチメディアと社会

経営学部
教授
情壊F
岡本
管理学科
紘爵自

アメリカ社会に生きる

経営学部 情報管理学科
助教授 荻久保嘉章

サーどスリます :

氏 名 授業テーマ

法学部 法学凄
助教授 森藤 庭平

肝日音認の英語」力)ら 「わかる英語」ヘ
の橋渡し

経営学部 経営学孝キ
助教授 灰屋日  有 インターネットで楽しく孝ぷ英語

経営学部 経営学科
助教授 吉村イ有久代

英語ハイクで海外とヨミュニケーシ黎
ン

経営学部
多文授
捨卓侵管理学科
鈴本 大輔 E‐ maliを通しての日米交流

経営学部 捨報管理学科
助教授 寺島美紀子

キ る

る

り ム読みど

層ック着楽で読むアメリカ

鰤ック

キング

の
学
生
食
堂
に
お
い
て
準
術
に
取

り
か
か
り
、
約
ｉ
０
０
０
個
の
餃

子
や
、
唐
揚
げ
、
春
雨
サ
ラ
ダ
、

あ
ま
き
な
ど
の
料
理
を
教
職
員
に

ふ
る
ま
っ
た
。

パ
ー
テ
イ
ー
は
、
留
学
生
の
欣

卓
さ
ん

（経
冨
学
科
生
∈

の
配

会
の
も
と
進
め
ら
れ
、
学
長
か
ら

挨
拶
の
あ

つ
た
後
、
翔
ユ
十
生
ひ
と

り
ひ
と
り
の
手
に
記
念
黒
が
贈
呈

さ
れ
た
。
引
き
続
き
、
留
学
生
の

指
導
教
興
で
あ
る
横
山
克
己
経
営

学
黙
夢
装

の
整
称
の
警
頚
と
共
に

珈
開
学
生
を
囲
ん
で
和
や
か
な
交
流

会
が
始
ま
っ
た
。

次
か
ら
次

へ
と
連
ば
れ
る
作
り

た
て
の
ア
フ
ア
ツ
の
餃
子
は
、
殊

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
管
惇〒
争
わ

の
あ
た
た
か
い
も
て
な
し
の
心
が

い
っ
ぱ
い
に
つ
ま

つ
た
も
の
で
あ

っ
た
ｃ
助
塁
Ｊ生
た
ち
は
、
餃
を

食
べ
る
と
母
目
の
家
族
を
な
い
島

す
と
い
砲ヽ

そ
ん
な
、
彼
ら
の
遠

く
離
れ
た
家
族

へ
の
思
い
や
、
こ

こ
朝
日
大
学
で
勉
学
に
動
し
む
彼

ら
の
や
る
気
と
愛
情
に
滴
ち
た
彼

手
や
ち
ま
き
は
、
そ
れ
を
コ
た
し

た
教
職
員
ら
の
心
に
ジ
ー
ン
と
染

み
渡

っ
た
。
最
後
に
、
留
学
生
ひ

と
り
ひ
と
り
か
ら
上
達
し
た
流
暢

な
日
本
語
で
挨
拶
が
あ
り
、
留
学

生
主
催
の
パ
ー
テ
ィ
ー
は
大
成
功

の
う
ち
に
終
わ
ハン
た
。

が
取
得
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
合

計
５
種
類

の
免
許
状
取
得
が
可
能

と
な

っ
た
。
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２
月
騨
ａ
佃
か
ら
発
廓
翁
ま
で

の
と
日
開
、
本
学
６
孝
館
学
生

奉
―
ル
に
お
い
て
、
現
８
年
生
を

対
象
と
す
る
、
平
成
１３
年
度
朝
割

大
学
粧
職
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ

た
。
４
目
問
の
・参
加
企
業
な
廷
ベ

‐‐３
社
で
、
業
種
は
建
設
、
各
種
襲

造
、
滋
社
、
流
通
・小
売
、
電
気
・

ガ
ス
、
不
動
産
、
運
輸

・
通
信
、

狡
送
≡広
告
、
金
撤
・保
険
、
サ
…

ビ
ス
業
と
、
様
々
な
業
界
の
企
業

が

一
堂
に
集
ま
っ
た
。
参
加
し
た

学
′‥Ｌ
は
、
４
謝
間
で
廷
べ
脱
人
で
、

消
日
各
社
の
ブ
ー
ネ
を
訪
れ
た
学

生
の
表
情
な
萱
無
一そ
の
も
の
じ
ま

だ
ま
だ
厳
し
い
就
職
氷
河
期
が
続

く
中
で
、
一学
う
し
た
城
職
セ
ミ

ナ
ー
は
、
学
生
た
ち
に
と

っ
て
、

企
業
の
人
事
揖
茎
者
か
ら
直
接
話

を
開
く
こ
と
が
で
き
、
ま
た
自
分

臣

朦

二寧
身
を
ア
ｒ

ｉ
ル
十
る́
場
と
し
て

も
、
非
常

ｒ
貴
重
な
機
会
Ｌ
な

っ

た
。こ

の
４
雪
職
、
一緒
粛
、
セ
ミ
ナ
ー

に
参
珈
，
た
と

い
う
女
子
学
生
か

ら
は
、
‐
一夕
子
採
用
な
ｔ
′一
Ｌ
表
に

は
揚
げ
て
い
な
い
企
業
で
も
、
実

際
に
企
業
の
方
か
ら
話
を
聞
く
と

道
幽
う
に
女
子
は
採
用
し
な

い
た

の
答
え
が
透
デ
て
で
と
も
あ

り
、
実
際
に
は
非
常
に
厳
し
い
状

‖1鰯紺鶏1爛鞠鞠艤1鰯鞠期鰯棚|

沈
が
続
い
て
い
ま
す
。構
と
い
う
声

が
開
か
れ
た
ｃ
ま
た
、
男
子
学
生

も

‐希
望
業
種

‘
企
業
に
就
職
す

る
た
め
に
、
こ
の
４
日
間
で
様
々

な
靖
報
を
入
手
し
よ
う
と
各
社

ブ
‥
ス
を
回
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
焦
分
に

一
一番
合

っ
た
業
種
・

企
業
は
ど
こ
か
を
考
え
て
決
め
ま

う
Ｌ
思
い
ま
す
．」
Ｌ
、
い
ず
れ
も

鋭蓬

常

た
雨
も
ち
で
答

え
た
。

平
成
蕗
年
４
月

１
日
か
ら
、
携
青

電
話
機
か
ら
、
法

学
部

ヽ
経
を
寄
〒
都

の
休
講
棄
ぬ
が
弱

覧
で
き
る
よ
う
ｒ

な
る
。
従
来
は
、

一
凸

の
塞

不
坂
及

び
イ
ン
タ
ｉ
ネ
ッ
ト
に
よ
り
、
休

講
特
報
を
各
学
生
へ
屈
免
し
て
き

た
が
、
今
層
の
シ
ス
テ
ム
の
開
識

に
よ
り
、
学
生
た
ち
な
手
元
の
携

荷
電
話
か
ら
で
も
休
議
増
報
を
入

手
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
利
用
可

能
な
携
帯
電
話
機
は
、
イ
葛
ｏ
α
ｐ

十
狩
￥
農
‘ミ
ｏ
σ
対
応

の
機
種

で
、
今
や
携
常
電

話
は
欠
か
せ
な

い

Ｌ

い
う
学
生
た
ち

に
力
ち

て
、
大
変

彼
利
な
シ
ス
テ
ム

の
ス
タ
ー
ト
と
な

っ
た
。

な
お
、
体
講
蒙

・内
娘
、
ゴ
ぢ
寿
輩
⇔
ギ

協
学
一！Ｆ
君
こ
巧
でヽ

閥
覧
す
る
こ
と
が

で
き
、
本
学
の
情

信
を
持

っ
て
雑
薦
で
き
る
学
生

（２
年
次

・
３
年
次
一
の
プ
ロ
フ

ィ
ー
ル
デ
ー
タ
を
公
開
し
、
就
職

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
企
業

（逸
死
の
中

小
優
良
企
業
）
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
を
受
け
る
体
制
を
整
備
す
る
も

の
で
お
る
。

掲
載
す
る
学
生
は
、
本
人
の
了

解
を
得
、
指
導
数
貝
と
協
力
し
て

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
掲
軟
す
る
こ
と

で
、
現
在
学
生
支
援
課
任
お
い
て

デ
，
夕
作
成
作
業
を
名
貧
ヒ
ッ
チ
で

進
め
て
お
り
、
躙
人
を
浮

″え
わ́
学

生
デ
ー
タ
を
公
開
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
る
ｃ
完
成
予
定
な
、
４
月

上
旬
を
マー
た
と
て
い
る
。

な
ど
、
１
授
業
科
目
当
た
り
整
項

屠
か
ら
１６
項
簿
の
箕
聞
拒
答
え
る

形
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ

に
併
せ
て
、
法
学
郵

・
経
営
学
部

の
学
生
に
つ
い
て
は
、
学
修
指
導

等
に
開
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
回
封

し
た
し
ア
ン
ケ
‥
卜
用
紙
の
回
収
は
、

す
べ
て
郵
送
で
行
わ
れ
、
国
答
の

な
い
学
生
社
つ
い
て
は
直
接
電
話

で
調
奔
の
理
解
を
求
め
、
ア
ン

ケ
ー
ト
の
返
送
の
お
願
い
を
し
た

と
こ
ろ
、
３
月
ヮ
磨
０
現
在
の
区

収
状
況
は
現
表
の
と
お
り
で
あ

っ

た
。
昨
空
度
の
回
収
状
況
と
比
較

す
る
と
、
回
収
率
の
低
下
が
う
か

が
え
る
が
、
回
答
の
あ
っ
た
学
生

の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
大
学
放
育
の

改
善
に
寄
せ
る
期
待
が
ひ
し
ひ
し

と
感
じ
ら
れ
た
。

な
お
、
今
後
Ｆ
Ｄ
活
動
推
進
委

員
会
に
お
い
て
こ
の
調
査
結
果
の

集
計
、
多
析
を
行
い
、
集
討
結
果

を
、
教
員
及
び
学
生
全
員
に
公
謝

す
る
予
定
で
あ
る
ｃ

日
本
経
済
の
景
気
が
徴
送
す
る

学
、
大
学
新
卒
者
の
就
職
は
大
変

厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
本
学
は
、

学
生
へ
の
就
職
サ
た援
と
し
て
、
１

年
次
か
ら
就
琺
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実

施
し
、
入
学
時
か
ら
就
職
に
対
す

る
意
識
の
向
上
に
努
め
、
２
年
次

で
は
業
界
研
究
会
の
実
雄
、
８
年

次
で
は
就
職
棲
擬
試
験
、
学
ぬ
企

業
展
、
先
輩

模
擬
額
嶺
を
行
う
な
ど
き
め
綱
か

な
就
職
指
導
を
展
開
し
て
い
る
∋

こ
の
は
ど
、
就
職
支
援
の
新
た

な
方
策
と
し
て
、
平
成
蕗
年
度
か

ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に

一戦
目
大

と遂
十
生
人
材
バ
ン
ク
年
を

積
極
約
に
本
写
学
生
を
企
業
に
雑

薦
す
る
形
を
取
る
こ
と
と
し
た
。

こ
れ
は
、
本
大
学

の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

（就
職
欄
）
に
大
学
が
自

報
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
本
―
ム

ペ
ー
ジ
に
、
体
議
案
内
の
閲
覧
方

法
が
紹
介
し
て
あ
り
ま
す
。

将
来
的
に
は
注
図
の
よ
う
な
利

濡
が
考
え
ら
れ
る
。

魅
力
あ
る
大
学
創
り
推
進
の

一

環
と
し
て
、
学
生
が
授
業
に
何
を

求
め
て
い
る
か
を
無
る
こ
と
に
よ

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
）
活
動
推
進
委

撲
会
が
、
本
年
ｌ
月
中
旬
に
、
学

部
に
な
軍

ン
る
全
学
生

（体
学
者

を
除
く
）
３
、
４
８
０
名
を
対
象

に
、
郵
送
に
よ
り
行

っ
た
も
の
で

あ
る
。

ア
ン
ケ
，
卜
の
廼
答
は
、
２
０

０
０
年
度
磐
賞
議
し
た
授
業
科
目

（
一
部
の
選
択
科
ヨ
を
徐
く
）
に

つ
い
て
、
学
生

¨
人

一
人
に
、
崩

席
の
麦
合
い
、
受
講
態
度
、
授
業

の
分
か
り
易
さ
、
理
解
度
、
教
員

の
議
義
に
対
す
る
姿
努
、
減
星
笈

よ
り
教
育
効
果
２
島
い
授
業
方
法

を
、
元
建
そ
う
と
、
平
成
五
年
度

か
ら
実
施
１
才て
い
る
全
学
部
学
生

を
対
象
な
し
た

「授
業
改
善
の
た

め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
が
入α
午

度
も

一
斉
に
行
わ
れ
た
。

こ
の
調
査
は
、
本
学
の
教
育
機

能
の
向
上
を
目
指
し
て
設
置
さ
れ

た
Ｆ
Ｄ

（
フ
ア
カ
ル
テ
イ

・
デ
ィ

アンケート回収状況

学部・学科 学年 発信件数 回収作数 回収車

,
法学部
法学科

1 132之 95字斎 720%

2 187 藍41 75.4

3 344 249 730

4 359 132 368

岳す 1,0:9 617 S05

経営学部
経営学君 |

1 202 受28 63.4

之 229 147 64.2

3 330 222 673

4 364 131 3G O

計 11125 628 55,8

羅首学部
情報管澤学1キ

竜 95 65 63.4

2 125 79 632

3 156 96 6千 .5

4 179 54 30.2

El 555 294 530

歳学部
歯学科

藍 129 116 899

2 138 98 71,0

3 123 98 79_7

4 132 ,21 91,7

5 142 102 718

6 117 45 385

言十 781 530 74,3

3,480 2,119 609
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学
角
で
の
喫
煙

任

つ
い
て
は
、
撞
↑塩場

所
以
外
で
の
喫
煙
、

砦
に
議
義
芸
垂
甘
で
の

喫
煙
は
禁
止
。
歩
行

半
の
喫
煙
も
禁
症
。

喫
煙
な
坂
い
殻
入
れ

の
あ
る
場
所
に
限
る

と
し
て
指
導
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
現
実

は
、
た
ば
こ
の
ポ
イ

捨

て
、
エ
ン

ベ
ー

タ
ー
ぬ
で
の
喫
煙
、

廊
下
な
ど
歩
行
中

の
喫
煙
と
、
喫
煙

マ
ナ
‥
が
著
し
く

僚
下
し
て
い
る
ひ

こ
う
し
た
状
況

を
改
善
す
る
た
め
、

大
学
と
し
て
早
期

痒
原
理
学
内
企
薦

禁
煙
と
す
る
方
踊

で
、
分
煙
化
を
進

め
る
こ
と
と
し
た
。

度瀬副学長と入賞者の林政維さん(右 )と異婉冤さん(左〉

た

２
０
０
１
年
２

月
２４
碧
ω
に
東
兵

大
学

（台
湾
）
に

お
い
て
、
本
大
学

及
び
明
海
大
学
協

贅
に
よ
り
、
第
２

回
目
の
自
本
語
ス

ピ
ー
チ
ヨ
ン
テ
ス

ト
が
開
催
さ
れ
、

ＦＩ二
諄
民
閣
の
全
国

か
ら
予
選
に
参
加

学
生
と
し
て
本
大

へ
需
待
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

○
日
本
語
を
主
と
し
て
尊
修
し
て

い
な
い
者
の
都
閣

（敦
称
略
）

第
職
位

林
政
維

成
整
星
寸

中
学
校
２
年

第
２
位

臭
婉
銑

高
１
…
……
局
等

中
学
校
２
年

Ｏ
日
本
語
を
主
と
し
て
学
修
し
て

い
る
者
の
部
門

（敬
称
略
）

第
１
位

曽
環
顎

新
民
高
毎

中
学
校
３
年

第

‐２
位
　
郎
隻
捧
　
育
達
商
業

職
基
島
校
３
年

取
り
組
み
と
し
て
な
、
現
在
あ

る
喫
煙
場
所
の
縮
小
及
び
移
動
、

食
堂
内
の
分
煙
、
各
学
部
で
学
生

に
対
す
る
裳
煙

マ
ナ
ー
徹
底
の
推

道
ア
τ
行
う
こ
と
で
検
討
が
な
さ
れ

て
い
る
。

の
嘴言

汚ゝ

ら
逮
笠ゴ
オと

し

55
校

123

名

喫
煙
は
決
め
ら
れ
た
場
所
で
ｒ NO SMOKING

埜 煙,ど ヽ

も
魚
れ
な
い
っ

手
術
盛
に
入
り
、
「そ
れ
で
は

始
め
ま
す
よ
ぜ
と
ｒ
ク
離
給
露

の
声
に

「な
い
。・一
と
返
覇
を
し

た
慈
霧
媒

え
て
い
る
。
そ
れ
か

ら
ず
，
っ
と
拶
を
見
て
い
た
ら

し
い
今
７
時
間
後
に
題
締
軽
ガ

を
か
け
ら
れ
自
艶
め
る
ま
で
、

自
分
態

（夢
の
中
で
）、
帝早
く

手
術
を
始
め
て
下
さ
い
よ
置

「ま
だ
で
す
か
っ」
「
い
い
か
げ

ん
に
し
て
下
さ
い
金蝶
「
い
っ
た

い
何
博
に
な
っ
た
ら
始
め
る
の

で
す
か
遣
と
雛
び
縦
け
て
い
た

と
こ
ろ
が
実
燦
は
、
そ
の
周
姪

心
触
は
入
五
心
締
盛
切
り
換
え

と
い
つヽ
ま
う
な
事
を
一言
わ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
、
家
族
は

一

擁
思
っ
た
ら
し
い
。
荷
し
ろ
午

後
４
時
半
前
に
終
了
す
る
こ
と

は
絶
対
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
◇

と
も
あ
れ
、
術
後
１０
疇
経
っ

て
退
院
と
な
っ
た
。
８
ヶ
月
経

っ
て
傷
も
綺
麗
な

（自
分
で
言

う
の
も
お
か
し
い
が
）
ピ
ン
ク

色
に
な
つ
て
い
る
。ま
だ
、ゴ
ル

フ
と
か
本
み
は
番不上
さ
れ
て
い

る
が
、
市
ひ
肇
え
ず
星
痺
落

に
支
障
は
な
い
。
今
度
の
人
院

で
つ
く
づ
く
感
じ
た
こ
と
な
、

医
師
と
患
者
の
信
頼
謝
係
、
看

護
婦
さ
ん
の
質
が
な
老
に
与
え

る
心
理
的
影
響
の
大
き
さ
で
あ

る
。
又
、
送
院
手
続
き
等
諸
々

の
こ
と
で
接
す
る
こ
と
と
な

っ

た
医
事
課
の
人
達
の
対
応
の
良

さ
、
手
際
の
良
さ
等
姿
参
考
に

な
っ
た
。

主
治
握
と
、
私
に
手
術
の
安

全
性
を
保
障
し
て
く
れ
と
右
護

婦
さ
ん
が
二
月
１
日
付
で
異
動

と
な
っ
て
い
た
。
頼
り
に
し
て

い
た
だ
け
に
巻
一か
シ
ョ
ッ
ク
で

あ
っ
た
。　
一
人
立
ち
せ
よ
と
の

紳
の
命
令
で
あ
つ
つ
６

２．
世
紀
最
初
の
予
算
編
成
の

際
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
テ
イ
ト
メ

ン
ト
で
、
一真
に
学
生
や
患
者
に

優
し
い
大
学
」
を
創
る
と
語
っ

て
い
る
。
入
院
生
活
で
得
た
も

の
は
正
に
こ
の
こ
と
だ
っ
た
と

今
に
な
っ
て
思

孔ゝ

た
の
だ
。
医
解
が
声
を
か
け
る

力
を
尽
く
し
た
の
で
す
が
…
…
正

ぴ
競
動
を
開
始
さ
せ
ら
れ
て
い

あ
る
。
中中
し
訳
お
り
ま
せ
ん
。
全

や
纏
筆
罐
黙
ン
霊
ッ
ク
で
再

逝
く
事
は
よ
く
あ
・り
得
る
こ
と
で

一
二
、
停
と
さ
せ
ら
れ
た
自
前

の
例
を
見
る
迄
も
な
く
、
手
術
学

す
る
パ
イ
パ
ス
手
術
が
行
わ
れ
、
ら
し
い
。
最
近
の
ジ
ャ
ン
ボ
鶴
閣

ら
れ
、
議
ま

っ
た
れ
管
を
う
回

て
っ
き
り
篠
か
あ

っ
た
と
思
っ
た

ん
の
ご
家
族
の
方
」
と
呼
ば
れ
た
。

オ
ベ
室
か
ら
歳
て
来
て

「
ｏ
Ｏ
さ

↓
時
間
以
上
も
一騨
に
、
医
節
題
が

繰
り
返
し
湖
い
て
い
た
。
そ
れ
が

締
か
ら
も
、
本
陛
盛
か
ら
も

一完

の
主
造
医
で
あ
っ
た
循
環
器
の
盤

を
受
け
た
（〕
そ
の
後
、
そ
れ
ま
で

拿
窪
一に
終
了
し
ま
し
た
９」
と
報
告

た
ん
に
、
主
治
姦
か
ら

一手
術
は

も
あ
る
そ
う
だ
。
目
が
覚
め
た
と

っ
て
い
な
い
こ
と
の
稚
認
作
業
で

ま
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ
う
な

作
用
し
、
覚
罐
し
な
く
な

っ
て
し

の
は
、
往
々
に
し
て
麻
酔
が
期
に

一　

ト

却
っ

イ

っ
て

い

整
」
と
い
う
碁

墨
付
き
を
得
た
９

前
圃
述
べ
た
が
、

こ
の
時
点
で
実

は

一
騒
動
あ

っ

た

の
だ
ｃも
ち

論
、本
人
は
無

る
由
も
な
い
の

だ
が
υ
最
初
、

原
節
か
ら
オ
ペ

は
ど
ん
な
に
順

調
に
行
っ
て
も

年
後
４
薪
半
前

に
終
わ
る
こ
と

な
絶
対
に
な
い

と
い
う
こ
と
を

３
／

こ

＼

や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、

そ
う
し
な
け
れ
ぽ
金
が
裸
て
な

い
と
言
わ
れ
た
ら
、
維
だ
つ
て

酪
路
せ
ず
れ
オ
ペ
の
周
議
轡
韓

サ
イ
ン
す
る
だ
ろ
善孔

そ
の
点

は
、
あ
ま
り
不
安
も
級
か
っ
た

し
、
恐
怖
心
を
絶
く
こ
と
も
な

か
っ
た
。
こ
れ
は
手
術
基
臓
、

島
聯
郵
分
嘘
ね
迎
え
の
ス
ト
レ

ッ
チ
ャ
ー
に
飛
せ
ら
れ
で
も
変

わ
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
隆
分

で
は
神
維
が
細
か
い
方
だ
と
患
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主
な
新
役
職
者
の
横
顔

（語

）

岩
山
幸
雄

歯
学
部
歯
周

ｏ
響

覇

警

学
壁
丹
下
博
文

経
営
学
部
教

授

羅
せ
管
理

峯υ
。
一
九
五
〇

年
七
月
生
れ
。　
一
九
七
五
年
早
稲

田
大
学
法
学
部
事
業
。　
一
九
七
七

年
同
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修

士
課
程
修
了
。　
一
九
人
三
年
米
国

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ

ス
・ス
ク
ー
ル
修
了
。法
学
修
±
。

経
営
一
族
イ
大
Ｍ
・Ｂ
，Ａ
）。

ｏ
経
営
学
部
稽
錦
野
替
一研
究
セ
ン

タ
ー
長
　
　
　
　
板
谷
雄
二

讐

学
毅

援

癖
響
碁

金

一
え
遺
七
一年
十

月
生
れ
。　
一
九

八
〇
年
豊
橋
技
術
科
学
大
学
工
学

部
卒
業
。　
一
九
八
二
年
同
大
学
大

一
九
八
五
れ菩

乾

本
軍
全
院

工

学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
９
工
学

博
士
。

ｏ
歯
学
部
口
腔
科
学
共
同
研
究
所

所
長
一　
　
　
　
　
明
坂
年
隆

一
九
四
七
年
五

月
生
れ
。　
一
九

七
四
年
大
阪
歯

科
大
堂
釜
乗
。

Ｏ
畳

一
九
三
六
年
七

月
生
れ
。　
一
九

一全

軍

大
阪
△

軍

甲
写
墾
林乗

。

一
九
六
六
年
同
大
学
大
学
院
歯
学

研
究
科
修
了
。
歯
学
博
士
。　
一
九

九
七
年
四
月
歯
学
部
附
属
病
院
長

（二
〇
〇

一
年
二
月
ま
で
）。
一
九

九
八
年
学
校
法
人
朝
国
大
学
評
識

員

（現
在
に
至
る
）。

９

％
一九
四
三
年
五

月
生
れ
。
一九
六
八
年
岐
阜
大
学

教
育
学
部
体
育
学
科
卒
業
。　
一九

七
一年
釜
沢
大
学
教
豆
票
健
康

響

畏

科
羹

。

ｏ
轡

病
麿

兼
轡

轟

躍

研
究
所
長

　
　
　

倉
知
正
和

歯
学
部
総
合

苛
斜
ヱ
議
座
教

授
。
　

一
九

四

一
九
七
〓

歯
学
博
と
。　
一
九
九
九
年
四
月
歯

学
部
附
属
病
暁
副
病
院
長

（二
〇

〇
一
年
三
月
ま
で
）ｃ

一
九
七
八
年
同
大
学
大
学
院
歯
学

研
究
科
修
了
。
歯
学
博
士
。　
一
九

九
七
年
四
月
口
隆
科
学
共
同
研
究

所
分
析
機
器
施
設
長

（二
〇
〇

一

年
三
月
ま
で
）。 巖

本
年

一
月
か
ら
、
既
存
の
岐
阜

バ
ス
と
並
行
し
て
、
本
学
職
員
、

学
生
及
び
患
者
の
方
々
の
た
め
本

学
独
自
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行

し
て
い
る
が
、
四
月

一
霞
か
ら
さ

ら
に
増
便
。学
生
、息
者
の
方
々
等

の
足
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
と
な

っ
た
。
時
刻
表
は

日
祭
日
や
学
体
期
は
便
数
が
減
少

す
る
の
で
注
意
を
し
て
は
し
い
。

ま
た
、
こ
の
程
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
デ
ザ
イ
ン
を

一
新
、
朝
用
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
赤
と
オ
レ
ン
ジ
を
基

調
と
し
た
カ
ラ
ー

職
員
、
学
生
の
み
な
ら
ず
附
属

病
院
を
訪
れ
る
息
者
さ
ん
、
付
添

の
方
々
も
全
て
運
賃
は
無
料
で
あ

る
。
バ
ス
停
も
酒
落
た
様
式
の
も

の
に

一
新
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。
名
古
屋
、
穂
積
間
は
Ｔ
良

葎
遼
で
２５
分
。
穂
甍

大
学
蘭

は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
７
分
。
し
か

日

日

日

日

日

え

こ

‐７

４

１

月

局

月

月

月

４

８

セ

ー

２

も
朝

一
限
目
獲
間
に
合

つ
よ
う
８

時
台
は
殆
ど
待
た
ず
に
バ
ス
に
乗

る
こ
と
が
で
き
る
。
大
い
に
利
用

し
て
ほ
し
い
。

人
事
消
息

名
誉
教
授
称
号
捜
与

（４
月
１
日

付
）
▽
学
長
　
船
越
正
也

▽
歯
学
部
教
授
　
森
協
豊

▽
歯
学
部
教
授
　
市
川
敏
朗

参
育
砂

退
職

（３
月
３．
日
付
）
▽
船
越
正

也

（学
長
）
▽
相
原
東
孝

（法
学

部
教
授
）
Ｙ
れ
打
耕
治

（法
学
部

教
透

▽
怪

集

各

（径

雪学

部

教
授
）
▽
阪
国
騒

⌒経
営
学
部
教

授
）
▽
趙
小
椎

（経
営
学
部
助
教

休
祝

日

運

ヽ
１９

り
理

・‐月

授
）
▽
森
賜
量

企
四
学
部
教
授
）

▽
市
川
敏
競

盆
閣
学
部
教
授
）
▽

梅
本
利
彦

（歯
学
部
助
教
授
）
▽

伊
碁

露

員

遵

豪

訪

霊

▽
浅

井
昭
士
郎

（歯
学
部
助
手
）
▽
滝

本ヽ
一

（歯
学
部
功
手
）
▽
岡
孝
五
（

（首
学
部
助
手
）
▽
不
多
佳
子
奮

学
部
附
屋
擾
鋒
望
こ

▽
河
合
昭

三

（教
戦
課
程
セ
ン
タ
ー
教
授
）

採
用

（３
月
と
日
付
）
▽
岩
崎
大

介

（朝
日
大
学
教
授
）
（４
月
１
日

０

▽
中
垣
勝
臣
拿
嘗
畢
雖
南

Ш

▽
渡
澤
伊津
子
家
讐
挙
都

講
Ш

▽
新
非
御子
康
将
学
部

講
Ш

▽
籍

膠

（議

證

セ
ン
タ
，
教
授
）
▽
石
田
純
子
（留

学
生
別
科
講
師
）
Ｙ

二
宅
真
由
美

（留
学
生
別
科
藍
帥
）

昇
任

（４
月
１
日
付
）
▽
経
営
学

部
教
授
小
畠
信
史

（同
学
部
助
教

こ
、
回
警
箱
杏
艮
明
筒
学
部

助
教
授
）、
同
教
授
荻
久
保
嘉
章

（同
学
部
助
教
授
）、
同
狭
抵
来
原

和
夫
筒
善蘇
功
教
怪
、
一里
ツ教

授
荒
深
友
良

（同
学
部
議
硫
し
、
同

騨

デザインを一新したスクールバス
(平成13年 4月 1日双降)■スク中ルバス運行表 (大学―穂積駅聞)

【平 日】

(注 ])次の期間の平日運行に
ついては、▲印の時刻のみとす
る。

【土曜日】

から4月 11日 まで
9月 15目 まで
12月 23日 まで
1月 5日 まで
3月 31F'ま で

は、次のとおりとする。
・T2月 29日 から 1ザヨ3日

(本■創立認念 日)

日

日

韓

勲 穂稜駅発大学行 大事舞穂積駅行

7 ▲57 ▲06  15 ▲29 36 47
8 06 ▲15 27 38  ▲44 58 ▲03  19 ▲33 49
9 ▲12 28 ▲42 58 ▲03 19 ▲33 49
10 ▲12 28 ▲42 58 ▲03  19  ▲38  49

11 ▲12 23 ▲42 58 ▲03  19  ム33  49

12 12  28  ▲42  58 03 19 ▲38 49
13 ▲12 28 ▲42 58 ▲03  19  ▲33  49

14 ▲12 28 ▲42 58 ▲03  19  ▲33  49

15 ▲12 28 ▲42 58 ▲03  19  ▲38  49

16 02  氏7  ▲32  47 03  ▲23  38  ▲53

17 ▲02  二7 ▲32 47 03  ▲23  38  ▲33

18 ▲(12  17  ▲32 08  10  ▲23  38  ▲53

19 ▲02  ▲32 ▲23 ▲53
20 ▲02  ▲32 ▲23 ▲53

1稔積駅発大学行 大学発̀確積駅行
7 ,7

8 15 42 C6  24  51
C】 00  22  42 11  83

10 12 42 f〕a  R3
11 12  42 88  83
32 52 23  43

13 12  42 23  53
14 1つ 23  53
1

16 ら3

18 23
19

20

助
教
授
ポ
ー
ル

・
レ
イ
モ
ン
ド
生

ド
ヨ
ン

（同
学
部
講
師
）
▽
歯
学

部
講
師
久
保
金
弥

（同
学
部
助
手
）

同
講
師
堀
木
到

（同
学
部
助
手
）、

同
講
師
畠
山
啓
朗

（同
学
部
物
手
）

金
霧

砂

退
職

（３
月
３．
日
付
）
▽
熊
谷
健

治

（学
事
部
図
書
館
事
務
課
長
）

▽
梅
隅
栄
子

（学
事
都
学
事
課
）

盆
療
蟹
▼

退
職

（１
月
８．
日
付
）
▽
三
輪
義

政

（村
上
記
念
病
院
看
護
士
）
（２

月
男
日
付
）
▽
岩
田
良
枝

（附
属

病
院
一言
護
婦
）
（３
月
３．
日
．付
）
▽

浅
野
恵

（村
上
記
念
病
院
看
護
婦
）

隠
中
綾

（同
一言
護
婦
）、
溝
添
典
子

（同
准
看
護
婦
）、
中
村
由
美
子

⌒同
准
看
護
婦
）、
中
野
由
美
子

（同
准
看
護
帰
）、
村
岡
め
ぐ
み

（同
准
看
護
婦
）
▽
岡
崎
和
代
（村

上
記
念
病
院
臨
床
検
査
技
師
）
▽

永
閣
勉

（総
務
部
施
設
課
主
任
）

▽
神
田
嘉
明
（村
上
記
全
穎
挑
放

射
線
室
助
手
）

採
用

（３
月
１
日
付
）
▽
藤
田
智

恵

（附
属
病
院
准
看
護
婦
）
（４
月

１
日
こ

▽
埜
盃
（
籍
上
記
念

病
院
脅
華
〓
）
◇

◇

◇

〔お
詫
び
〕
錘
向
の
奉
合
で
、
嘱

託
職
員
の
方
々
の
退
職
、
採
用
に

つ
い
て
は
割
愛
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
心
か
ら
お
詫
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。
又
、退
職
な
さ
る
方

々
に
は
本
当
に
ご
苦
労
様
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
後
と
も
お
元
気
で

ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
祈
念
い

た
し
て
お
り
ま
す
。編
集
者

一
同
。


